
令和元年度拠点病院の取り組み状況（福岡病院） 

 

１ 診療 

・ アレルギー疾患患者の紹介・逆紹介の推進、週 1回新患患者全例のカンファレンス、勉強会 

・ 院内アレルギーカンファレンス 

 1 ヶ月に 1回開催 

 医師、看護師、薬剤師、管理栄養士、検査技師 等 多職種・複数診療科が参加 

 症例検討・ミニレクチャー 

・ 福岡大学病院眼科との連携 

 

２ 情報提供 

・  情報提供 

 当院のＨＰの中に、「アレルギーセンター」のサイトを作成し、専門的な知見に基づいた情報の提

供を開始。 

また、Facebook も立ち上げ、イベント情報などを速やかにアップしている。 

 

      
 

・ 市民公開講座 

 第 1回福岡病院呼吸器・アレルギー教室（エルガーラホール） 令和元年 11月 23日（土） 

※県民９２名参加 

 

・ サマーキャンプ 

令和元年 8月 6日（火）～8日（木）の 2泊 3日の期間、参加児童 29名で実施予定であったが、 

台風 8号の接近により安全を考慮して中止（代替えとしてミニキャンプを実施） 

ミニキャンプ（院内） 令和元年 8月 8日（木） ※児童 17名参加 

 

・ 食物アレルギー児のためのアレルギー教室 5/18、7/6、9/14、11/30 ※親子計 86名参加 

 

・ 親子アレルギー教室（こども料理教室） 令和元年 11月 4日（月） ※親子計 27名参加 

 

資料３ 



・ アレルギー相談（アレルギー科医師＋小児ｱﾚﾙｷﾞｰｴﾃﾞｭｹｰﾀｰ） 

 食物アレルギー・気管支喘息（那珂川市保健ｾﾝﾀｰ）11/21 14:00～16:00 

 アトピー性皮膚炎・スキンケア（那珂川市保健ｾﾝﾀｰ）12/19 14:00～16:00 

 食物アレルギー・気管支喘息（春日いきいきﾌﾟﾗｻﾞ）12/23 14:00～16:00 

 

３ 人材育成 

・ 医療従事者等の研修会 

 第１回福岡県アレルギー講習会（電気ビル） 令和元年 9月 28日（土）14:00～17:00 

 司会：西間三馨先生 

 総論         講師：福岡病院小児科医師（30分） 

 小児の食物アレルギー       講師：福岡病院小児科医師（30分） 

 成人の食物アレルギー       講師：福岡病院アレルギー科医師（30 分） 

 食物アレルギーの栄養指導の実際  講師：福岡病院管理栄養士（30分） 

 アドレナリン自己注射薬（エビペン）使用時の留意点 

 講師：福岡病院小児ｱﾚﾙｷﾞｰｴﾃﾞｭｹｰﾀｰ（30分） 

     ※参加者２３５名 

     （医師 36名、薬剤師 61名、栄養士 69名、保健師 8名、助産師 2名、看護師 55名、その他 4名） 

 

 第２回福岡県アレルギー講習会（電気ビル） 令和元年 11月 30日（土）14:00～17:00 

 司会：西間三馨先生 

 花粉症と食物アレルギー    講師：福岡病院アレルギー科医師（30分） 

 アレルギー性結膜炎       講師：福岡大学眼科講師（30分） 

 アトピー性皮膚炎         講師：福岡病院アレルギー科医師（30分） 

 スキンケア指導   講師：福岡病院小児ｱﾚﾙｷﾞｰｴﾃﾞｭｹｰﾀｰ（30分） 

   ※参加者１７０名 

   （医師 33名、薬剤師 52名、栄養士 25名、保健師 8名、助産師 3名、看護師 46名、その他 3名） 

 

 第３回福岡県アレルギー講習会（電気ビル） 令和 2年 2月 9日（日）14:00～17:00 

 司会：西間三馨先生 

 花粉症・食物アレルギー        講師：福岡病院アレルギー科医師（30 分） 

 アレルギー性鼻炎       講師：福岡病院耳鼻咽喉科医師（30分） 

 気管支喘息        講師：福岡病院アレルギー科医師（30 分） 

 吸入指導          講師：福岡病院薬剤師（30分） 

※参加者１５１名 

（医師 50名、薬剤師 52名、栄養士８名、保健師２名、助産師１名、看護師 33名、その他５名） 

 

４ 研究 

・ 福岡県におけるアレルギー疾患の実情を継続的に把握するための調査・分析の準備として、今年度

は、当院の職員に対して、ラテックスアレルギー・薬物アレルギー・食物アレルギー・喘息・アトピー性

皮膚炎と一連のアンケートを試行。当院職員 417名に配布し、回収率は 85％であった。現在集計中。 

 

５ 学校、児童福祉施設等におけるアレルギー疾患対策への助言 

・ 小児ｱﾚﾙｷﾞｰｴﾃﾞｭｹｰﾀｰによるエビペン講習会 ※園、小学校に１６件訪問 


